夜に咲く花―ネムノキの話― by 長井 真隆
昆認ム）哭謬譴藍です。箪を開いたよう閏討冠の上に、ピ
ゾフの花が上を向いていくつも咲き氏す。徳訪細長い糸状のものが、
た←さん集ユっていて、ふさふさとしてい云す。その形が夜后の水
疇のようで、涼しさを感じさせ志可。
愛に芙が茂）、冬に悉葉する大きくなる木です。本1礼、四国、尤
州に広〈クう缶し、冨山県では、常願吾川、神通）＼卜庄lI¥ などの川原
や、用水路のふち、あるいは低山の間けたところに生えていえす。
よに、県）了前の釘路尉にもなっていiす。
花の細長い条股のも仰ば、 一見、花ぴらのように見えま可が、実
はおしべなので可。もちろんめしべも⑰りよす。これが集まって一
つの小さな花をつくり、さうに、・小さな花が10から田固集まって、
血沼灌
ふさふさとしているのです。花ぴらは
短くて目立ちません。
をさそつ剛魔り零ると考え、これを追い恥て磋康き祖原するな
らわしがあり哀可。長野喋のネンプリ売しや、蕎緑県のネプタ流
しば、その代表的なものです。滑川市にもネブダ歪しの行阜があ
ります。ネンプリやネプ勺は不ム）キのち言で芍。富山県でもネ
ンプリと咄ぷと、ごろが⑰ります。
とごろで、ネム）ギの花は、葉が底る夕芍から咲ぎ怠めえす。
日中、見ている恕1、実’ばしぽんだ花な0) です。夕芍、勺涼みき
かねて、ネム） キの花を見にいくのも、愛の茉しみの一つで可。
要中電灯｀の明かりに辛らしだされた花ほとても美しいもので可。
細い糸のよつなにくさんのおしべが、四芍にピーンとはって、王
き王きと咲いてい三可。突に、花が咲いたのでは、受粉を仲立ち
する毘虫がくるのかと気にかかりよすが、そこが色然界の素晴ら
しいヒごろで芍。梵、活餃する甘'{J)f 中間のべ＝スズメなどが、祠
音も高く花から花へと、あわに「：：：しく瑶び交っていミg。
夜咲く茫｛こば、このほかにオオマッヨ1 ワサ、メマツヨイワサ
オオマツヨやブサの花
c 野荏匈譴監 I::. a- る）
などがあり王芍。オオ守リヨイワ廿ぱ叡砂
ないけれども、メマツヨイワサは、 B芦や）叶
胴こたくさん主えてい云す。二れらの芭も、
タ弓から咸塾よく咲きだし印可。ご臼こも甘
0)f 中問が、室を吸いにきミ可。 (S N )  
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